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岩手県津波浸水想定図 新市庁舎建設予定地付近【現況・沈下あり・越流破堤あり】
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釜石市 新市庁舎建設地（天神町 旧釜石小学校付近)【現況、沈下あり、越流破堤あり】

赤：最大浸水深（ｍ） 黒：地盤高 2



種別
項目

2022.3県津波シミュレーション
（最大津波浸水想定）

復興まちづくり
津波シミュレーション

備 考

断層モデル
東北地方太平洋沖地震
（2011.3東日本大震災）

東北地方太平洋沖地震
（2011.3東日本大震災）

潮位
朔望平均満潮位（約+0.6ｍ）

発災時潮位（約-0.4ｍ）

朔望平均満潮位とは、朔（新月）および
望（満月）の日から5日以内に観測され
た、各月の最高満潮面を1年以上にわ
たって平均した高さの水位

地形データ 令和２年度末時点 ※宅盤盛土は地形として考慮する。 平成２３年度時点（発災後）

粗度係数 考慮する 考慮せず
粗度係数とは、河川の水が河床や河岸な
どと触れる際の抵抗量を示した数値

地震の影響

＜施設等について＞
耐震照査ありの場合は影響なし。
耐震照査なしの場合は構造物は破壊（盛土は75％沈下）。

影響なし

地盤沈下あり：約-0.5ｍ
※経年変化による隆起 約+0.3ｍ、地震時沈下 約-0.8ｍ

地盤沈下なし

地形に対する
津波の影響

防護効果あり
※ただし、地形には盛土した道路などは含まない。

防護効果あり

構造物に対する
津波の影響

津波越流なしの場合は防護効果あり。
津波越流ありの場合は防護効果ゼロ（施設なし）。

防護効果あり
防潮堤や河川堤防などは線的構造物とし
て再現する。

湾口防波堤
津波越流でケーソンは防護効果ゼロ（施設なし）
※ケーソンは線的構造物、マウンドは地形

防護効果あり

水門・陸閘
平時開放かつ自動化なしの場合は、防護効果ゼロ（施設なし）。
津波越流ありの場合は、一律、防護効果ゼロ（施設なし）。

防護効果あり

津波シミュレーション前提条件比較表
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Ⅰ 津波浸水想定の設定条件の違いについて

東日本大震災津波から復興まちづくりの参考と
する津波浸水シミュレーションの設定条件(案)

（H23.11.24岩手県県土整備部）

今回の岩手県津波浸水想定
（R4.3.29岩手県）

・地形的条件等の制約の中でまちづくりを行うため、最
大クラスの津波に対して一定のリスクと共生する考え方
に基づき、土地利用計画を策定する場合と人命を確実に
守るための避難計画を策定の場合に分けて条件を設定し
たもの。

・「なんとしても人命を守る」という考え方に基づき、避
難等を軸とした対策の検討に活用するため、最大クラスの
津波が悪条件下で起こる場合を想定したもの。

項 目 主な設定条件
対象津波
（断層モデル）

最大級の津波
（東日本大震災津波）

潮位（天文潮） 対象津波来襲時の潮位
地盤高及び地盤変動 今回の地震後の地盤高とし、さらに沈

下することは考慮しない。
構造物条件 海岸保全施設等の破壊は考慮しない。

項 目 主な設定条件
対象津波
（断層モデル）

最大級の津波
（東日本大震災津波）

潮位（天文潮） 朔望平均満潮位
地盤高及び地盤変動 今回の地震後の地盤高から、さらに沈

下することを考慮する。
構造物条件 海岸保全施設等は、「条件に応じて破

壊」又は「構造物を考慮しない」もの
とする。

≒

項 目 主な設定条件
対象津波
（断層モデル）

複数の最大クラスの津波を包括
（明治三陸地震、昭和三陸地震、東日本大震災
津波、日本海溝モデル、千島海溝モデル）

潮位（天文潮） 朔望平均満潮位
地盤高及び地盤変動 地震に伴う広域地盤沈下を考慮
構造物条件 ・構造物の耐震性が不十分な場合は沈

下又は破壊
・防潮堤等は越流時破壊
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【土地利用計画策定】※別途、土地利用の考え方を参考提示

【避難計画策定】※人命を確実に守る観点から各々危険側で設定

津波防災地域づくり法に基づく津波浸水想定と復興まちづくりに用いた津波浸水想定について

設定条件が
大きく異なる



３ 今回の津波浸水想定と復興まちづくりに用いた津波浸水想定について

Ⅱ 今回の津波浸水想定と復興まちづくりに用いた津波浸水想定について

１ 震災後の復興まちづくり／土地利用の考え方について（H24.2.29岩手県県土整備部）

震災後の復興まちづくりでは、本県沿岸部の地形的条件等の制約の中でまちづくりを行う必要があったことか

ら、最大クラスの津波に対して一定のリスクと共生していくという考えのもと、市町村が復興まちづくりの基礎

とする津波浸水想定の設定条件については、土地利用計画策定と避難計画策定に分けて提示したものである。

土地利用計画策定については、防潮堤等の整備を前提とした浸水想定とし、避難計画策定については、人命を

確実に守る観点から防潮堤は破壊又は考慮しないものとするなど危険側の条件による浸水想定としたものである。

各市町村の復興まちづくりにおける土地利用計画の基礎となる津波浸水想定については、県の土地利用計画策

定における設定条件を基に、各地域の実情も踏まえて設定したものである。

２ 今回の津波浸水想定の設定の考え方について（R4.3.29岩手県）

今回の津波浸水想定は、津波防災地域づくり法に基づくものであり、「なんとしても人命を守る」という考え

方に基づき、避難等を軸とした対策の検討に活用するため、防潮堤は越流時に破堤するなど最大クラスの津波が

悪条件下で起こる場合を想定し、複数の最大クラスの津波を包括した浸水範囲や浸水深としているものである。

上記１及び２のとおり、両者の津波浸水想定における目的及び設定条件は大きく異なっていることに御留意い

ただきたい。
今回の新たな津波浸水想定は、津波防災地域づくり法の人命確保を最優先とする考え方に基づいたものであり、

避難等を軸とした対策の検討に活用していただきたいと考えている。
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釜石市ハザードマップ － 鵜住居川・甲子川・小川川浸水想定区域図（想定最大規模）
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釜石市ハザードマップ － 鵜住居川・甲子川・小川川浸水想定区域図（想定最大規模）
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新市庁舎位置に関する検討

地区
項目

旧釜石小学校跡地
天神町

鈴子地区
鈴子町

上中島多目的広場
上中島町

片岸町工業専用地域
片岸町

利用可能面積
約１１，８００㎡

約１０，０００㎡ 約２３，２００㎡ ５０，０００㎡超

現況
市有地（未利用）

市有地（駐車場）
民有地（緑地広場、公園、駐車
場）

民有地（未利用）

用途地域
近隣商業地域

商業地域 準工業地域 工業専用地域

位置
・市域のほぼ中間に位置する

・市域のほぼ中間に位置する ・市域の若干西寄りに位置する ・市域の北東端に位置する

交通

・市道只越町天神町線（旧国道
４５号）まで約20ｍ
・バス停（天神町）まで約30ｍ
※バス停は敷地内に整備
・ JR、三陸鉄道釜石駅まで約
1,590ｍ

・国道２８３号まで約200ｍ
・バス停（教育センター前）ま
で約90ｍ
・JR、三陸鉄道釜石駅まで約350
ｍ

・国道２８３号まで約150ｍ
・バス停（上中島）まで約200ｍ
・釜石中央ICまで約670ｍ
・JR小佐野駅まで約1,390ｍ

・国道４５号まで約200ｍ
・バス停（大浜渡橋）まで約380
ｍ
・釜石北ICまで約210ｍ
・三陸鉄道鵜住居駅まで約800ｍ

用地購入要否 不要 不要 必要 必要
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地区
項目

旧釜石小学校跡地
天神町

鈴子地区
鈴子町

上中島多目的広場
上中島町

片岸町工業専用地域
片岸町

津波浸水想定区域の
状況

・津波浸水想定地域
（津波防災地域づくり法）
＜東日本大震災を震源＞
浸水高さ約3ｍ（対計画高）

・津波浸水想定地域
（津波防災地域づくり法）
＜東日本大震災を震源＞
浸水高さ約5～10ｍ

・津波浸水想定区域
（津波防災地域づくり法）
＜東日本大震災を震源＞
浸水高さ0.3～1ｍ

・津波浸水想定区域
（津波防災地域づくり法）
＜東日本大震災を震源＞
浸水高さ10～20ｍ

洪水浸水想定区域の
状況

・洪水浸水想定区域の指定はな
い

・洪水浸水想定区域（最大規
模）
浸水高さ0.5～5ｍ未満

・洪水浸水想定区域（最大規
模）
浸水高さ3～5ｍ未満

・洪水浸水想定区域（最大規
模）
浸水高さ3～5ｍ未満

津波避難場所として
の適性

・浸水想定区域内で地盤高さが
高い広大地であり、浸水想定高
さは１階天井高さ未満であるこ
とから適性はある

・浸水想定高さが２から３階高
さを越えることから避難場所と
して活用する場合には慎重な判
断が必要

・浸水想定区域内の広大地であ
り、浸水想定高さは１階天井高
さ未満であることから適性はあ
る

・防潮堤直背後地であり津波浸
水高さが著しく高い。また、避
難対象である住宅地エリアより
地盤高さが低く不適当である。

洪水避難場所として
の適性

・洪水浸水想定区域に隣接する
浸水想定外地区であり、最適で
ある

・浸水想定高さが２階高さを越
えることも想定されていること
から避難場所とする場合には慎
重な判断が必要である

・浸水想定高さが２階高さを越
えることも想定されていること
から避難場所とする場合には慎
重な判断が必要である

・避難対象となり得る住宅地エ
リアより地盤高さが低いこと及
び浸水想定高さが２階高さを越
えることも想定されていること
から避難場所としては不適当で
ある

津波避難者収容対象
想定地域（徒歩15分
圏内）

浜町、東前町、魚河岸、只越町、
天神町、大只越町、大町
人口2,439人（R2国勢調査）

鈴子町、千鳥町

人口305人（R2国勢調査）

上中島町、中妻町

人口2,603人（R2国勢調査）

片岸町

人口346人（R2国勢調査）

津波・洪水浸水対策
工事の規模

中規模 大規模 中規模 超大規模
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津波対策比較検討一覧表



自治体 新庁舎

|Copyright All right reserved. 2021

住民へ出向く
ワンストップサービス

窓口 職員が住民へ出向くワンストップサービス。複数用件の場合、職員が入れ替わり対応。

市民等交流スペース 市民や企業との交流・連携空間として
さまざまなバリエーションの家具を設置し、活動を幅広く支援。

総合受付 窓口サービスの起点。来庁要件に合わせ、
来庁者をワンストップ・相談・証明書発行の各業務に誘導。

執務室 グループアドレスを採用し、チーム内の連携を維持
しながら、コミュニケーションを活性化。

証明発行窓口 使いやすさに配慮し、手荷物台とセグメント

パネルを取り入れたラウンドカウンター。
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導入事例／千葉県市川市



今後の進め方について

Ⅰ 岩手県が公表した最大クラスの津波浸水想定結果の情報共有（市民、議会及び職員）
・今回の浸水想定を正しく理解していただくことが目的

Ⅱ 公表に伴う市の対応方針の検討 （庁内、議会、市民）

Ⅲ 市の対応方針に基づく新市庁舎の役割と位置の検討
（庁内、新市庁舎建設検討委員会、議会、市民（地域会議、市政懇談会等））

・同時に、国土交通省の補助である地域防災拠点建築物整備緊急促進事業（一時避難場所整備緊急促進事業等）の
概算要求手続きに着手

・今回の浸水想定等に伴う、財政支援について、県、国に要望。

Ⅳ 庁舎設計案と事業費に関する検討
・設計変更等に伴う予算措置（7千万円程度）
・建築資材の高騰等を考慮しつつ、着工時期を見極め。
※ 現時点で、1～2割程度増加と推測。早ければ12月議会で建設工事費（債務負担）提案予定

Ⅴ 建設工事着手
・早ければ令和5年度当初 ⇒ 令和6年度末竣工 ⇒ 令和7年度からの供用開始

12新市庁舎建設早期着工に向け取り組んでまいります。



治山：天神町②

治山事業要望箇所：1箇所
砂防事業：2箇所

沢Ａ1

沢Ｄ

沢Ｃ

沢Ａ2天神の沢2（沢A2）･･･【県実施】
・令和元年に砂防堰堤完成

天神の沢3（沢A1）･･･【県実施】
・砂防堰堤設計完了
今年度は
・関係事業用地の交渉
・用地を取得でき次第、工事発注を行う予定

天神の沢4（沢C）･･･【県実施】
・砂防堰堤設計完了
今年度は
・工事（管理）用道路の計画検討
・用地測量を実施
・関係事業用地の交渉
・用地を取得でき次第、工事発注を行う予定

水路／沈砂池改修 ･･･【市実施】
・沈砂池改修を今年度実施（発注済）
・釜石3号雨水幹線、枝線敷設工事完了

※各砂防堰堤より上流部の流木土砂止やスクリー
ンの設置工事は市実施となりますが県砂防事業
及び治山事業の進捗状況などと調整を図りなが
ら進める予定

新市庁舎建設に係る周辺環境整備状況（土砂災害対応）

13


